




















要約:心理相談の事例を対象に、家族全体の関係の問題と関係の改善の観点から、子ども

の心理的問題の発症と改善について検討した。各事例について、父親・母親・子どもの三

者関係を、情緒交流の方向と量、質の点から分析し、この関係が相談開始時と相談を経過

した後でどのように変化しているかを、予後良好群と予後不良群で比較した。その結果、

三者関係が安定していれば子どもの心理的問題は生じない、相談開始時に夫婦関係が安定

している事例は予後が良好になることが多い、母子関係に問題があったとしても母子共生

関係に陥っていない事例は問題が解消しやすい、子どもの問題が改善するときには三者関

係の三つが安定化する場合と母子関係と父子関係の二つが安定化する場合が多くみられる、

子どもの問題が解消するときには三者関係のうち幾つかの関係の改善が重複して生じてい

る、ということが明かとなった。以上の結果より、子どもの心理的問題を家族全体からと

らえ、援助する時に、子どもはもちろんのこと、母親だけではなく父親も含めた家族全体

を視野に入れて援助することの重要性を確認できた。


